
広報まつやま 2012（平成24）年４月１日号 ⑻

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
予
防
課
☎
911
１
８
５
８
・

 

923
６
０
６
２
へ

　
稲
美
真
太
郎

さ
ん
、
吉
田
浩

さ
ん
、
高
岡
司

孝
さ
ん
、
横
江

八
郎
さ
ん
は
、

火
災
の
発
生
し
や
す
い
時
期
で
あ

る
12
〜
２
月
末
ま
で
、
毎
週
交
代

で
地
域
内
の
防
火
・
防
災
・
防
犯

を
目
的
に
、
拍
子
木
を
打
ち
鳴
ら

す
「
夜
回
り
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
の
活
動
は
５
年
前
か
ら
毎

年
実
施
さ
れ
て
い
て
、
今
で
は
地

域
住
民
に
も
定
着
し
、
一
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
も
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献

し
て
い
ま
す
。

（
推
薦
者
・
大
上
　
玉
代
さ
ん
）

渡
部

　洋
三 

選

寒
風
を
耒
て
蔵
元
の
酵
母
の
香

 

吉
野
　
正
子
（
上
野
町
）

逸
品
の
出
で
し
窯
跡
吾
亦
紅

 

本
郷
　
ミ
チ
子
（
南
梅
本
町
）

阪
本

　謙
二 

選

松
に
降
る
雨
と
な
り
た
る
初
景
色

 

赤
穂
　
和
子
（
平
井
町
）

髙
石

　幸
平 

選

○
ひ
ろ
げ
た
る
柾
目
の
袂
木
彫
雛

 

西
村
　
ス
ミ
（
星
岡
五
丁
目
）

福
谷

　俊
子 

選

初
春
や
お
ん
こ
ろ
こ
ろ
と
水
奔
り

 

吉
岡
　
君
子
（
辻
町
）

上
原

　白
水 

選

帰
り
花
捨
て
き
れ
ぬ
夢
二
つ
三
つ

 

中
城
　
繁
子
（
畑
寺
四
丁
目
）

宇
和
川

　喬
子 

選

な
や
ら
ひ
の
茶
室
に
な
ご
む
福
茶

碗

 

井
手
　
博
子
（
空
港
通
二
丁
目
）

髙
岡

　周
子 

選

○
ひ
ろ
げ
た
る
柾
目
の
袂
木
彫
雛

 

西
村
　
ス
ミ
（
星
岡
五
丁
目
）

玉
井

　翠
陽 

選

耐
へ
忍
び
し
面
影
妣
似
寒
桜

 
原
　
一
子
（
浅
海
原
）

片
山

　絢
子 
選

蕪
煮
の
と
ろ
り
と
心
許
し
あ
ふ

 

橘
　
信
子
（
窪
野
町
）

吉
武

　宗
史 

選

紅
椿
赤
の
重
さ
に
落
ち
に
け
り

 

三
好
　
眞
由
美
（
桑
原
五
丁
目
）

渡
邊

　孤
鷲 

選

指
跡
は
母
の
温
も
り
草
の
餅

 

得
居
　
啓
子
（
北
条
辻
）

　
桜
を
見
な
が
ら
睦
月
島
で
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

【
日
時
】
４
月
15
日
㈰
▼
10
時
10

分
三
津
浜
港
発
・
10
時
25
分
高
浜

港
発
フ
ェ
リ
ー
に
乗
船
し
、
睦
月

港
で
下
船

【
内
容
】
島
四
国
八
十
八
ケ
所
め

ぐ
り
（
２
〜
４
時
間
）
ま
た
は
西

国
三
十
三
ケ
寺
め
ぐ
り
（
90
分
〜

３
時
間
）、
睦
月
ま
ど
ん
な
隊
の

島
市
も
開
催

【
定
員
】
２
０
０
人
（
先
着
順
）

【
料
金
】
無
料
。
し
ま
め
し
弁
当

１
０
０
０
円
で
注
文
可
（
申
し
込

み
時
に
予
約
）

【
申
し
込
み
】
４
月
12
日
㈭
ま
で

の
月
〜
金
曜
日
９
〜
16
時
ま
で

に
、電
話
で
睦
月
ま
ど
ん
な
隊（
田

村
）
☎
998
０
２
１
１
へ

【
内
容
】
次
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
希
望
す
る
人
に
任
意
接

種
費
用
の
全
額
助
成
①
子
宮
頸け

い

が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
②
ヒ

ブ
ワ
ク
チ
ン
③
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

【
対
象
】
本
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
次
に
該
当
す
る
人

①
中
学
１
年
〜
高
校
１
年
生
相
当
（
平
成
８
年
４
月
２
日

〜
平
成
12
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
の
女
性
▼
平
成
７
年
４

月
２
日
〜
平
成
８
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
女
性
で
、
平
成

24
年
３
月
31
日
ま
で
に
こ
の
助
成
に
よ
り
１
回
以
上
接
種

し
た
人
②
③
生
後
２
カ
月
〜
５
歳
の
誕
生
日
の
２
日
前
ま

で
の
乳
幼
児

【
接
種
方
法
】
委
託
医
療
機
関
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
）
に
予
約
し
、
母
子
健
康
手
帳
と
健
康
保
険
証
な
ど
住

所
が
確
認
で
き
る
も
の
を
持
っ
て
受
診

※
①
〜
③
の
予
防
接
種
は
、
予
防
接
種
法
に
基
づ
か
な
い

予
防
接
種
で
す
。
効
果
や
副
反
応
な
ど
を
理
解
し
、本
人
・

保
護
者
の
意
思
に
基
づ
き
接
種
し
て
く
だ
さ
い

阪
本

　謙
二 

選

枯
野
行
く
母
校
の
跡
の
見
ゆ
る
ま

で

 

山
川
　
敏
子
（
平
井
町
）

お
ほ
く
さ
め
し
て
路
地
を
す
れ
違

ひ
け
り

 

伊
藤
　
三
郎
（
小
坂
五
丁
目
）

髙
石

　幸
平 

選

○
悴
か
め
る
指
励
ま
し
て
点
訳
す

 

菊
池
　
た
だ
の
り
（
道
後
緑
台
）

初
氷
ど
の
子
も
一
度
踏
ん
で
行
く

 

長
山
　
芳
子
（
高
砂
町
四
丁
目
）

一
日
の
終
り
に
開
く
日
記
買
ふ

 

森
　
登
紀
子
（
東
方
町
）

福
谷

　俊
子 

選

無
言
の
絵
無
言
の
祈
り
菊
捧
ぐ

 

豊
田
　
由
季
子
　（
山
西
町
）

○
白
鳥
の
ひ
と
こ
ゑ
星
の
消
ゆ
る
こ

ろ
　

 

大
下
　
絹
代
（
鴨
川
三
丁
目
）

有
光

　令
子 

選

ひ
と
に
晩
年
ひ
と
ひ
ら
の
冬
の
雲

 

板
倉
　
裕
子
（
御
幸
一
丁
目
）

○
鬼
の
名
を
冠
す
る
山
の
時
雨
け
り

 

熊
田
　
信
子
（
雄
郡
二
丁
目
）

上
原

　白
水 

選

○
悴
か
め
る
指
励
ま
し
て
点
訳
す

 

菊
池
　
た
だ
の
り
（
道
後
緑
台
）

九
十
九
髪
妣
と
見
紛
ふ
初
鏡

 

山
下
　
令
子
（
堀
江
町
）

一
本
の
冬
木
の
よ
う
に
父
の
意
志

 

本
郷
　
和
子
（
南
斎
院
町
）

宇
和
川

　喬
子 

選

朝
刊
の
か
た
く
畳
ま
れ
冬
に
入
る

 

渡
辺
　
美
紀
子
（
道
後
湯
之
町
）

竃
火
燃
え
番
茶
賜
る
冬
遍
路

 

栗
本
　
義
廣
（
吉
藤
五
丁
目
）

○
木
地
師
村
二
戸
と
な
り
た
る
年
木

積
む

 

中
野
　
八
千
代
（
桑
原
二
丁
目
）

髙
岡

　周
子 

選

新
蕎
麦
に
石
臼
の
音
変
は
り
け
り

 

渡

　
杜
（
道
後
湯
之
町
）

玉
井

　翠
陽 

選

し
み
じ
み
と
語
る
夫
居
て
縁
小
春

 

原
　
一
子
（
浅
海
原
）

慟
哭
と
祈
り
の
暦
果
て
に
け
り

 

原
田
　
和
子
（
北
条
辻
）

病
む
人
の
側
に
ゐ
た
く
て
毛
糸
編

む

 

平
岡
　
し
づ
こ
（
居
相
五
丁
目
）

青
木

　満
子 

選

極
月
の
説
教
台
に
イ
ザ
ヤ
の
書

 

浜
田
　
真
理
（
久
米
窪
田
町
）

数
へ
日
や
後
退
り
し
て
畳
拭
く

 

浅
川
　
一
重
（
樽
味
一
丁
目
）

天
野

　滋
子 

選

○
祈
り
に
も
似
て
三
陸
の
冬
夕
焼

 

秋
川
　
裕
惠
（
花
園
町
）

一
灯
を
分
け
合
ふ
人
の
無
き
夜
長

 

岩
本
　
貞
子
（
土
居
田
町
）

梅
木

　由
紀
美 

選

○
祈
り
に
も
似
て
三
陸
の
冬
夕
焼

 

秋
川
　
裕
惠
（
花
園
町
）

闇
汁
の
闇
の
塊
掬
ひ
け
り

 

櫛
部
　
天
思
（
持
田
町
二
丁
目
）

江
崎

　紀
和
子 

選

白
壁
に
白
猫
の
影
小
六
月

 

二
宮
　
徳
子
（
衣
山
五
丁
目
）

売
土
地
の
ま
ん
中
に
立
ち
懐
手

 

中
山
　
麻
子
（
南
堀
端
町
）

岡
田

　武
夫 

選

揺
椅
子
と
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
と
玉

子
酒

 

　
宮
本
　
シ
ゲ
子
（
築
山
町
）

干
す
こ
と
も
漬
け
込
む
こ
と
も
十

二
月
　

 

沢
田
　
美
文
（
西
垣
生
町
）

櫛
部

　天
思 

選

山
頂
の
三
角
点
の
し
ぐ
れ
け
り

 

行
本
　
奈
智
子
（
西
垣
生
町
）

武
市

　公
子 

選

雪
霏
々
と
土
鍋
よ
り
立
つ
昆
布
の

香

 

毛
利
　
喜
勢
（
鹿
峰
）

日
向
ぼ
こ
愚
痴
聞
い
て
を
り
言
う

て
を
り

 

橋
本
　
泰
子
（
小
栗
六
丁
目
）

水
軍
の
隠
れ
瀬
戸
よ
り
鷹
柱

 

武
田
　
正
（
中
村
四
丁
目
）

丹

　経
子 

選

来
る
と
云
ふ
子
等
に
布
団
を
干
し

て
待
つ

 
西
原
　
益
子
（
常
保
免
）

八
十
の
母
が
は
は
恋
ふ
や
ぶ
こ
う

じ

 

河
野
　
紀
恵
（
北
久
米
町
）

平
本

　故
渕 

選

小
春
日
や
ま
つ
た

く
の
へ
ぼ
将

棋

 

岡
田
　
幸
燕
（
三
番
町
一
丁
目
）

大
輪
も
小
菊
も
主
役
菊
花
展

 

小
木
曽
　
富
美
子
（
久
保
田
町
）

二
神

　利
恵 

選

十
一
代
続
き
し
系
図
笹
子
鳴
く

 

越
智
　
賀
壽
枝
（
石
風
呂
町
）

冬
日
燦
燦
お
と
ん
ぼ
の
声
が
は
り

 

河
原
　
み
ど
り
（
南
高
井
町
）

○
木
地
師
村
二
戸
と
な
り
た
る
年
木

積
む

 

中
野
　
八
千
代
（
桑
原
二
丁
目
）

弓
矢

　登
志
子 

選

○
白
鳥
の
ひ
と
こ
ゑ
星
の
消
ゆ
る
こ

ろ
　

 

大
下
　
絹
代
（
鴨
川
三
丁
目
）

○
鬼
の
名
を
冠
す
る
山
の
時
雨
け
り

 

熊
田
　
信
子
（
雄
郡
二
丁
目
）

　
第
49
回
市
民
俳
句
大
会
が
２
月
11
日
、
子
規
記
念
博
物

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
募
集
句
１
７
９
７
句
、
当
日
句

２
６
１
句
か
ら
特
選
（
70
句
）
に
選
ば
れ
た
句
の
う
ち
、

市
内
の
人
の
句
を
紹
介
し
ま
す
。
○
は
複
数
の
選
者
に
選

ば
れ
た
句
で
す
。（
敬
称
略
）

※４月から黄・白色の受診票は使用できません。新しい受診票を３月下旬から対
象者に送付しています。４月下旬までに届かない場合はお問い合わせください

第49回

市
民
俳
句
大
会

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
中
島
支

所
☎
997
１
８
４
１
・

 

997
１

５
８
５
へ

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
（教）
子
規

記
念
博
物
☎
931
５
５
６
６
・

 

934
３
４
１
６
へ

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
民
参

画
ま
ち
づ
く
り
課
☎
948
６
３

８
３
・

 

934
３
１
５
７
へ

帰りの
旅客船賃
無　料

里 島 めぐり
お大師参りウォーキング in 睦月島

市
民
が
見
つ
け
た

善
行
事
例
紹
介

心
ほ
の
ぼ
の

募
集
句

当
日
句

　妊婦の安全・安心で健やかな出産や妊娠中の経済的負担軽
減のため、４月１日から妊婦健診に新たな検査項目を追加し、
公費助成額を78,090円に拡充します。それに伴い受診票も変
更になります。

子
宮
頸
が
ん
な
ど

ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
を

全
額
助
成
し
ま
す

24年度も
継続

4／1～ 妊婦健診の検査項目が追加 公費助成を拡充

妊婦健診の主な追加・変更点

検査項目 
（　）内は
受診回数

ＨＩＶ・風疹抗体検査（１回目）、超音波検査（３
回目）、クラミジア・ＧＢＳ検査（４回目）が追加 
※３月31日までに各該当回を受診された場合は、
新たに追加された検査は受けられません

受 診 票
黄色（５回つづり）・白色（９回つづり）の各受
診票が、オレンジ色（14回つづり）の受診票に変
更

お問い合わせは、健康づくり推進課☎911－1820・ 925－0230へ

新しい受診票

見　本


